
 

様式Ｃ－１９  

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 24 年 12 月 13 日現在 

 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 「近代化空間システム」と「地域継承空間システム」はこれまで個別的な研究対象であった。
本研究は「都市形成」という枠の中でこの２つの研究対象を関連的「関係」として位置づけ，
調査・検討した。その経過は日本建築学会の特別研究等の議論・検討から始まった。本研究は
空間システムの内容の研究というよりは，この「２つの空間システムの関係についての視点」
についての研究であるといえる。また，新たな地域の持続的な環境形成，地域再生に向けて，
本視点による計画論に価値があることを広報し，共有化を図ることが課題として最重視されて
いる。この後者の面で，本研究は現在の要請に対応した成果が得られ，評価できるものと考え
る。 
研究成果の概要（英文）： 
‘Modern system of space-making’ and ‘succeeded traditional local area-shaping 
system’ were recognized as individual study fields each other. In this research program, 
we tried to study these two themes as related mutually. 
The beginning was in the special research programs of the Japan Institute of architecture, 
etc. 
This program is a study on the viewpoint of the relation between the two space-shaping 
systems instead of the contents of space-systems. 
The design system on this viewpoint will be valuable for sustainable environmental 
developments and areal regenerations. 
We attach greater importance to appeal and share to develop a design system on the 
viewpoint. We suppose that the results of this research program will be valuable to meet 
the needs of today on the latter aspect.   
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１．研究開始当初の背景 
 日本建築学会都市計画委員会都市形成・計
画史小委員会(主査：宇杉和夫)は「都市形成・
計画史公開研究会」を連続してきた。その内
容は制度史・都市計画史・都市事業史から空
間システム形成史・空間文脈形成へと展開し
てきた。そこで，建築学計画系(都市計画・建
築計画・農村計画・都市建築史)の共同テーマ
としての探求の必要性が明確になり，同学会
に都市形成・計画史小委員会企画の「近代の
空間システム・日本の空間システム特別研
究」委員会(鳴海邦碩委員長，宇杉和夫副委員
長)が設立された。本研究はこの継承である。 
都市形成・計画史公開研究会 
第 8 回「東京と郊外の原風景―原風景と都市

形成／都市計画の原風景」2003 年 
第 11 回「日本の郊外 その原型と変容」2004

年 
第 13 回「郊外居住地の系譜と再編―都市化

の中の工業と住宅」2005 年 
第 14 回「大阪の都市空間の原型と郊外」 

2005 年 
第 15 回「長崎：日本の空間景観システムと

世界のシステム」2005 年 
第 16 回「日本のニュータウン計画の形成と

再生」2006 年 
第 17 回「江戸空間・東京空間・江戸東京空

間システム」2006 年 
第 18 回「居住地のイデアの形成／居住地の

計画・形成の原形」2006 年 
第 19 回「開港都市の原風景と近代の空間シ

ステム」2007 年 
特別研究「フォーラム：大阪の空間システム

を考える」2007 年 
近代の空間システム・日本の空間システム

特別研究の経過の中で，改めて関連地域につ
いて，地域継承空間システムと近代化空間シ
ステムについての調査が必要となった。 
２．研究の目的 
(１)日本建築学会「近代の空間システム・日
本(地域)の空間システム特別研究」を調査等
によって発展させ，なを，その課題を日本の
空間計画形成に組み入れる方策を検討する。 
(２)近代の都市形成を「地域継承空間システ
ム」と「近代化空間システム」の関係からそ
の評価(解釈，省察と批評)を試みる。評価を
する方法と視座を検討する。 
(３)都市形成における「地域継承空間システ
ムと近代化空間システム」の関係における問
題と課題を，地域空間形成計画と扱う計画枠
組みとその担い手形成について検討する。 
(４)現在求められている持続的な環境形成や，
固有で多様な地域環境の形成に寄与できる
ものとする。 
(５)日本の近代の都市形成史・地域計画史の
中に位置づけ，新たな 21世紀の方法を導く。 
(６)本研究のテーマは広域で多様な問題に結

びついているが，一方でまだ扱われていない
新たな創造的な課題を含んでいる。従って，
この(１)～(５)の中では今回の研究テーマと
しては(２)を重視することになる。 
３．研究の方法 
本研究は基本的に日本建築学会の研究委

員会との関係，調査等によるその支援・普及
を目的として設定された。 
(１)都市形成・計画史小委員会(歴代主査：
石丸紀興・安田孝・宇杉和夫)：初期は「都
市形成・計画史公開研究会」の議論から拡大
したテーマである。特別研究の成果を踏まえ，
その内容を限定し「地域文脈形成・計画史小
委員会(主査：木多道宏)」と改組して研究を
継続中である。 
(２)特別研究委員会Ⅰ：「近代の空間システ
ム・日本の空間システム特別研究」において，
現地調査も踏まえ「地域継承空間システム」
と「近代化空間システム」の関係の都市計
画・地域計画状の課題を明らかにし，広報し，
空間計画系の研究者の共有化を図る。 
(３)特別研究委員会Ⅱ：本研究と特別研究Ⅰ
において得られた指標と課題について，それ
を更に社会化するための方策について検討
する，公的な組織を設定し，本研究の調査成
果をもとにその展開に寄与する。その具体的
な組織として「サスティナブルエリアデザイ
ンとコミュニティアーキテクト特別研究」を
設立し，その地域化に寄与する。 
(４)総合論文誌第 10号：本研究は個別的な
課題としての研究ではなく，建築学における
都市計画・建築計画・農村計画・都市建築史
を基幹とする空間計画系の形成とあり方に
関する根本的な課題を含んでいる。それを
「地域継承空間システム」と「場所性」の概
念を基準にし，建築学の形成経過と今後の方
向を議論・検討するプラットフォームの構築
が重要と考えた。総合論文誌第 10号「場所
性・地域継承空間システムと都市建築のフロ
ンティア」(チーフエディター：宇杉，サブ
エディター：中島直人・木多道宏)の刊行と，
建築学会大会による同テーマのパネルディ
スカッションによって，この課題を遂行する。 
 また研究の目的(２)の「地域」を設定した。 
(１)日本の地域： 
①東京・大阪を対象とした研究 
②郊外を対象とした研究 
③地方都市を対象とした研究 
④漁村農村・自然地域を対象とした研究 
(２)アジア地域： 
①16世紀以来のヨーロッパの植民地進出と，
アジアの地域継承空間システムとの関係 
②ヨーロッパに古代・中世から伝わる空間の
イデアと，都市計画を中心とする近代の空間
システムとの関係と意味 
③アジアの近代化における地域継承空間シ
ステムと近代化空間システムの関係と課題 



④アジアの総体的な近代化と地球環境の持
続継承の問題 
⑤中国においては西安グループ(西安交通大
学等)と都市形成の共同研究を実施する。 
(３)ヨーロッパ地域： 
①共産主義国家の転換やＥＵ形成に伴う，現
在の空間計画の展開と課題 
②日本とアジア地域に影響を与えてきた経
過についての批評・省察 
③ヨーロッパの近代の空間のイデアや空間
計画の方法の形成について 
④古代から形成・持続継承されてきた空間の
イデアと空間形式等について 
(４)アメリカ地域： 
①アメリカへの移入文化と地域継承空間シ
ステム 
②ヨーロッパの殖民文化の形成 
③近代空間計画システムの移入と形成 
④コミュニティ問題とコミュニティ持続形
成施策の展開 
(５)東日本大震災復興地域： 
①東日本地域の地域文脈・計画文脈 
②地域コミュニティ持続継承という課題に
ついての対応 
③東北地域の原風景，体験持続空間の継承再
生という課題 
④東日本大震災復興における地域主権の計
画体制・計画制度・担い手についての課題 
４．研究成果 
(１)建築学会の研究委員会等の支援と共同
テーマの広報と共有化の拡大・普及について 
 日本建築学会の「都市形成・計画史公開研
究会」と「近代の空間システム・日本の空間
システム特別研究」との関連研究としての出
発したものであるが，その発展として「サス
ティナブルエリアデザインとコミュニティ
アーキテクト特別研究委員会」と「地域文脈
形成・計画史小委員会」の設立と発展に寄与
している。ともに，公開の研究会・シンポジ
ウムを多く重ねており，その広報効果は大き
いのは建築学内外が認めている。これらは全
て，論文資料集を作成(学会有償頒布)の上で
実施されており，その資料的価値は今後も将
来にわたってテキストとして同テーマの展
開に寄与していくものと考えられる。また，
最終年度には建築学会の総合論文誌 10号「場
所性・地域継承空間システムと都市建築のフ
ロンティア」の企画，編集発刊に至り，その
目標は大きく達せられたと評価できる。また
本年 9月には建築学会大会において，同著書
をテキストとして同テーマのパネルディス
カッションが開催され，盛会の内にその成果
が広報・共有化された。 
(２)研究成果の出版刊行広報について(「主
な発表論文等」参照」) 
 本研究の企画にあたっては，建築学会委員
会成果の他に，『日本の空間認識と景観構成』

(宇杉和夫著)他の著書公刊が基盤にあると
して企画されている。「近代の空間システ
ム・日本の空間システム特別研究」は計画系
の総合研究であるが，推進者宇杉は同テーマ
を本研究の下に『場所の空間学』として出版
した。また同特別研究の成果の一部は都市住
宅学会のワークショップに展開され，その成
果は『まち路地再生のデザイン』(共著)とし
て刊行することができた。なを『場所の空間
学』『まち路地再生のデザイン』は 2010年・
2011 年の都市住宅学会賞著作賞を受賞して
いる。また，本研究の最終テーマとして『場
所性・地域継承空間システムと都市建築のフ
ロンティア』は日本建築学会により総合論文
誌第 10 号として刊行された。さらに，本研
究の展開として重視した「サシティナブルエ
リアデザインとコミュニティアーキテクト
特別研究」は本研究の応用部門にあたる研究
であるが，そこでの公開のシンポジウムの経
過は『地域主権のデザインとコミュニティア
ーキテクト』に報告されている。同書は本特
別研究の成果を現在のところ代表している。 
(３)研究内容と成果の発表・公表・公共化 
 本研究は空間システム研究であるが，個別
の狭まった内容を深める研究というよりは，
その意義を広め，更にその社会における計画
的展開の方法についての指標を広報するこ
とに価値があった。現在という状況にそれが
求められているという認識がその基礎にあ
る。いわば空間システムの内包的課題以上に
外延的課題が重視されている。この意味で萌
芽的研究である。これは学術論文としての公
表以上に公開報告会等における情報の公的
拡大に価値をもつ。また空間システムについ
ての研究は 1970 年前後から日本の関連学術
にそのスタートが認められる研究であるが，
必ずしもその内容が以後，深まっているとは
いえない。それは欧米に始まるシステム論・
空間パターン論の輸入から始まり，一部集落
解析に成果があっても，日本に継承された空
間システム・景観システムの内容に学術的展
開と合意・共有化ができていない。更に日本
と地域に継承された空間システムとその後
移住された近代化空間システムとの関係，そ
してその評価という総合的で最も必要とさ
れる課題については殆ど触れられないまま
現在に至っている。ここに日本の持続的な環
境形成ができない最も大きな原因がある。本
研究はこの空間システムの内包的萌芽的課
題については，表題として強く広報している。 
(４)地域別調査の成果と課題，および各地域
に対する対応 
 本研究では 1970 年代の空間システム研
究・地域研究とは異なる枠組みの必要性から
出発している。それは純粋に空間システム自
体の研究だけでなく，その課題を社会化する
方法についても並行して実現化をはかるこ



とを目標としている。本研究では国外の空間
システムンの調査が国内の調査と対応する
目的をもっている。近代化空間システムの理
解には欧米の空間システムの形成について
の理解が根本にある。日本の地域継承空間シ
ステムはアジアの広域の地域空間文脈の中
に基本的に位置づけられる。しかしその間に
は共通のイデアやパターンもあり，それが近
代以後の双方の空間システムの関連的形成
に関係している。単なる制度的に欧米パター
ンが輸入されたとは判断しきれない。同様に
近代化空間システムも古代中世の欧米のシ
ステムから単純に形成されたものではなく
植民地アジアやアフリカの空間に影響され
たものも多い。この基本的な分脈については
『地域主権のデザインとコミュニティアー
キテクト』に概述して広報することができた。
また，「地域継承空間システム」については
「地域固有の空間資産(遺産)」という概念に
変えて，埼玉県地域および全国地域について
意識調査等をもとに，その評価について確認
することができた。 
(５)海外学術団体との協議・課題の共有化 
 本特別研究は日本の生活空間の近代化と
あわせて，アジア地域の生活空間の近代化と
地球環境の持続的継承の関係の問題を１つ
の視座にしている。アジア地域の近代化の中
で，中国地域の位置は現在主要な位置を占め
ている。また東南アジアの半島と島嶼部およ
びその関係は，日本と韓国・朝鮮半島も含め
て，東・東南アジア＋太平洋地域の骨格とな
る自然環境の形式である。本研究はこれらの
視座に立つ萌芽的な研究であるが，中国地域
については西安グループ(西安交通大学等)
と共同研究を推進することができた。また，
ヨーロッパ・アメリカ地域については個々の
調査の中での協力関係を深めてきた。本研究
は海外学術団体と協議・共有化する課題を明
確にするための基礎調査の段階にあり，今後
の展開が課題とされている。 
(６)東日本の国土復旧復興の課題に対して 
 特別研究終盤に東日本大震災国土復旧復
興という大問題に遭遇した。日本の国土計
画・都市計画においては近代化・計画化と自
然災害及び戦災の復興との関係は極めて重
要な課題である。しかしこれまでの復興計画
において「地域継承空間システム」「地域固
有の空間資産」「地域空間文脈」が計画的に
認識されてきていない側面がある。これには，
①復興計画と「地域継承空間システム」活用
を同時に進める，という視座の他に，②「防
災災害復興という地域空間システム」の継承，
というより根本的な視座がある。本研究では
関連研究「サスティナブルエリアデザインと
コミュニティアーキテクト特別研究」「場所
性・地域継承空間システムと都市建築のフロ
ンティア」「地域文脈形成・計画史研究」も

含めて議論と調査・提案を付加してきている
が，その概要と具体的な提案の骨子は『地域
主権のデザインとコミュニティアーキテク
ト SADと CA』に一部報告している。 
(７)日本の現在と将来の空間計画に対する
提案：東日本 SAD・CA 計画への計画展開 
 現在，「東北の原風景再生」「地域コミュニ
ティ持続再生」を目指した展開を進めている。
都市住宅学会に本年度設立した東日本復興
支援「地域コミュニティ計画研究小委員会」
等ではコミュニティアーキテクト等による
地域復興支援の方法と枠組みを検討する。 
５．主な発表論文等（研究代表者，研究分担
者及び連携研究者には下線） 
〔雑誌等論文〕（計 25 件） 
① 宇杉和夫，“総合論文誌第 10 号の刊行に

あたって（地域継承の空間システムと都
市建築のフロンティア）” 場所性・地域
継承空間システムと都市建築のフロンテ
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